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１
９
６
０
（
昭
和
35
）
年
の
創
部
以
来
、

全
日
本
実
業
団
で
不
滅
の
10
連
覇
（
60
〜

69
年
）
を
は
じ
め
、
国
体
で
９
連
覇
（
61

〜
69
年
）
、
全
日
本
総
合
や
全
日
本
室
内

（
現
在
廃
会
）
の
タ
イ
ト
ル
も
数
多
く
獲

得
し
、
創
成
期
の
10
年
あ
ま
り
は
「
全
日

本
イ
コ
ー
ル
大
崎
電
気
」
と
言
わ
れ
る
ほ

ど
の
黄
金
時
代
を
築
い
た
。

　
し
か
し
、
大
同
特
殊
鋼
や
湧
永
薬
品
（
当

時
）
ら
ラ
イ
バ
ル
勢
が
台
頭
し
て
き
た
70

年
代
に
入
る
と
、
チ
ー
ム
の
戦
績
は
徐
々

に
下
降
線
を
た
ど
り
、
71
年
の
全
日
本
総

合
優
勝
か
ら
タ
イ
ト
ル
に
無
縁
の
シ
ー
ズ

ン
が
長
く
続
い
た
。

　
76
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
日
本
リ
ー
グ
で

は
第
１
回
４
位
、
第
２
回
６
位

と
ラ
ン
ク
を
落
と
し
、
第
３
回

は
７
位
に
甘
ん
じ
て
屈
辱
の
２

部
降
格
。
２
年
続
け
て
入
れ
替

え
戦
に
僅
差
で
敗
れ
、
屈
辱
の

２
部
暮
ら
し
を
３
シ
ー
ズ
ン
味

わ
っ
た
。
ま
さ
に
雌
伏
の
時
代

と
言
え
た
。

　
そ
ん
な
大
崎
電
気
が
、
よ
う

や
く
80
年
代
な
か
ば
に
入
っ
て

反
攻
に
転
じ
た
。
第
６
回
日
本

リ
ー
グ
入
れ
替
え
戦
に
辛
勝
し

て
１
部
復
帰
。
そ
の
後
も
第
８

回
、
第
９
回
と
入
れ
替
え
戦
に

ま
わ
る
苦
戦
が
続
い
た
が
、
「
も

う
み
じ
め
な
思
い
を
す
る
の
は

イ
ヤ
だ
」
と
い
う
斉
藤
幸
司
（
元

監
督
）
、
長
野
透
ら
ベ
テ
ラ
ン

た
ち
の
鬼
気
迫
る
よ
う
な
リ
ー

ド
も
あ
っ
て
１
部
に
踏
み
と
ど

ま
っ
た
。

　
そ
れ
に
前
後
し
て
Ｇ
Ｋ
矢
内

浩
（
現
コ
ー
チ
）
、
山
本
興
道
（
前
監
督
）
、

首
藤
信
一
（
現
監
督
）
、
宮
下
和
広
ら
「
こ

の
手
で
名
門
復
活
を
」
と
野
望
に
燃
え
た

逸
材
た
ち
が
次
々
と
チ
ー
ム
に
加
わ
り
、

中
堅
の
松
岡
寛
、
東
江
正
作
ら
も
力
を
伸

ば
し
、
闘
将
・
佐
藤
章
治
監
督
（
89
年
に

他
界
）
の
も
と
で
チ
ー
ム
力
に
磨
き
を
か

け
た
。

　
84
年
、
85
年
の
全
日
本
総
合
で
連
続
２

位
、
そ
し
て
86
年
の
山
梨
国
体
で
17
年
ぶ

り
の
優
勝
を
遂
げ
、
再
び
頂
点
に
立
っ
た
。

そ
し
て
、
采
配
は
斉
藤
監
督
へ
と
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
さ
れ
、
矢
内
、
山
本
、
宮
下
、
首

藤
の
４
選
手
を
ソ
ウ
ル
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
送
り
出
し
た
88
年
、
翌
年
の
89
年
と
２

年
連
続
で
国
体
、
全
日
本
総
合
を
制
し
た
。

　
こ
の
頃
か
ら
毎
年
の
よ
う
に
チ
ー
ム
を

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
遠
征
に
送
り
出
し
た
会
社
サ

イ
ド
の
力
強
い
支
援
も
大
き
な
勇
気
づ
け

と
な
っ
た
。

　
こ
う
な
る
と
、
ぜ
が
ひ
で
も
欲
し
く
な

る
の
が
日
本
リ
ー
グ
タ
イ
ト
ル
。
し
か
し
、

そ
う
は
さ
せ
じ
と
湧
永
製
薬
、
本
田
技
研

鈴
鹿
（
現
ホ
ン
ダ
）
、
大
同
特
殊
鋼
ら
が

入
れ
替
わ
り
大
崎
電
気
の
前
に
立
ち
ふ
さ

が
り
、
そ
の
進
撃
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
た
。

現
在
の
よ
う
な
プ
レ
ー
オ
フ
は
な
く
総
当

た
り
リ
ー
グ
の
み
で
優
勝
が
争
わ
れ
た
シ

ス
テ
ム
。
一
戦
必
勝
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に

は
滅
法
強
い
が
、
ロ
ン
グ
ラ
ン
の
シ
ー
ズ

ン
を
戦
い
抜
く
安
定
感
に
欠
け
て
い
た
と

も
言
え
る
。

　
90
年
代
は
、
ま
た
し
て
も
苦
闘
が
待
っ

て
い
た
。
日
本
リ
ー
グ
は
第
15
回
か
ら
３

年
連
続
し
て
５
位
、
全
日
本
総
合
も
ベ
ス

ト
８
敗
退
が
３
年
続
き
、
次
々
と
日
本
タ

イ
ト
ル
を
さ
ら
っ
て
円
熟
の
境
地
に
あ
っ

た
女
子
部
の
陰
に
隠
れ
た
格
好
と
な
っ
た
。

　
そ
の
後
も
中
村
荷
役
（
99
年
３
月
に
活

動
休
止
）
、
大
同
特
殊
鋼
、
湧
永
製
薬
、

ホ
ン
ダ
ら
が
世
界
的
な
名
手
を
補
強
し
て

戦
力
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
っ
た
の
に
対
し
、

日
本
人
選
手
だ
け
の
〝
純
血
〟
で
戦
う
大

崎
電
気
の
劣
勢
は
否
め
な
か
っ
た
。

　
第
18
回
、
第
19
回
と
６
位
、
第
20
回
で

は
４
位
ま
で
順
位
を
戻
し
た
が
、
第
21
回

５
位
、
第
22
回
と
第
24
回
は
７
位
に
低
迷

し
て
２
部
と
の
入
れ
替
え
戦
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。

　
そ
し
て
、
新
世
紀
を
目
前
に
し
た
99
年
、

大
崎
電
気
は
大
き
な
転
機
を
迎
え
た
。
奇

し
く
も
チ
ー
ム
結
成
40
周
年
を
迎
え
た
こ

の
年
、
会
社
の
事
業
基
盤
を
よ
り
強
固
に

す
る
た
め
の
一
環
と
し
て
２
０
０
０
年
春

か
ら
女
子
の
休
部
を
決
め
た
の
だ
。

　
「
毎
年
好
成
績
を
残
し
て
い
る
女
子
を

な
く
す
の
は
な
ぜ
」
の
声
も
多
か
っ
た
が

「
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
大
崎
電
気
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
の
は
、
や
は
り
男
子
の
復
活
以
外

あ
り
え
な
い
」
と
い
う
強
い
決
意
が
う
か

が
わ
れ
た
。

　
そ
し
て
、
01
年
４
月
、
こ
の
年
に
休
部

と
な
っ
た
三
陽
商
会
か
ら
岩
本
真
典
、
中

川
善
雄
、
永
島
英
明
の
ト
リ
オ
が
加
わ
っ

た
。
い
ず
れ
も
大
崎
電
気
が
初
め
て
導
入

し
た
契
約
選
手
制
度
よ
る
移
籍
だ
っ
た
。

　
「
大
崎
電
気
が
強
い
選
手
の
輩
出
場
所

に
な
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

の
〝
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
〟
を
持
ち
た
い
と
す

る
選
手
た
ち
の
夢
を
か
な
え
て
あ
げ
た
い
」

（
渡
辺
光
康
部
長
）
と
い
う
決
断
。

　
そ
ん
な
ス
タ
ン
ス
が
「
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

専
念
思
考
」
を
持
っ
た
若
い
世
代
の
心
を

と
ら
え
、
宮
f
大
輔
、
猪
妻
正
活
ら
期
待

の
ホ
ー
プ
た
ち
が
続
々
と
大
崎
電
気
と

〝
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
契
約
〟
を
交
わ
し
、
ス

タ
ー
軍
団
を
形
成
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。

　
「
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
契
約
」
は
、
待
遇

面
は
も
ち
ろ
ん
、
休
養
な
ど
時
間
的
余
裕

と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
を
与
え
た
が
、
そ
の

一
方
で
実
力
の
世
界
に
お
け
る
「
選
手
と

し
て
の
責
任
」
と
い
う
厳
し
さ
も
要
求
さ

れ
た
。

　
一
方
、
Ｇ
Ｋ
濱
口
靖
、
森
本
彰
宏
、
佐

藤
良
彦
、
東
俊
介
、
豊
田
賢
治
ら
〝
社
員

ス
ポ
ー
ツ
〟
を
望
ん
だ
現
有
勢
力
の
発
奮

も
め
ざ
ま
し
か
っ
た
。
当
初
は
双
方
に
葛

藤
も
あ
っ
た
が
、
互
い
に
刺
激
し
あ
っ
て

「
勝
ち
た
い
」
「
勝
た
な
け
れ
ば
」
と
チ

ー
ム
の
結
束
力
を
固
め
て
い
っ
た
。

　
そ
し
て
、
こ
の
04
シ
ー
ズ
ン
、
全
日
本

実
業
団
、
国
体
の
タ
イ
ト
ル
を
獲
得
。
全

日
本
総
合
優
勝
は
目
前
で
フ
イ
に
し
た
が
、

つ
い
に
日
本
リ
ー
グ
初
制
覇
と
い
う
悲
願

を
果
た
し
た
。
レ
ギ
ュ
ラ
ー
シ
ー
ズ
ン
を

１
位
で
駆
け
抜
け
、
プ
レ
ー
オ
フ
で
挑
戦

者
を
突
き
放
す
と
い
う
価
値
あ
る
勝
利
だ

っ
た
。

　
さ
ら
に
は
高
校
生
や
中
学
生
を
対
象
に

し
た
サ
ー
キ
ッ
ト
の
チ
ー
ム
指
導
、
フ
ァ

ン
ク
ラ
ブ
の
拡
充
な
ど
地
域
貢
献
や
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
Ｐ
Ｒ
に
も
積
極
的
な
姿
勢
を
み

せ
て
い
る
。
王
者
復
活
を
遂
げ
た
名
門
・

大
崎
電
気
は
、
こ
れ
か
ら
も
進
化
を
続
け

て
い
く
に
違
い
な
い
。

　大崎電気は、いつも新しい時
代の鐘を自らの力で打ち鳴らす。
　98年、突然のようにチーム名
を「大崎OSOL」と改めた。オ
ーソルとはイタリア語で地球の核。
ニックネームの命名ではなかった。
企業が抱えるクラブ、の発想が
潜（ひそ）んでいたのだ。
　45年前のチーム発足も、単な
る実業団誕生ではなかった。
　生みの親、渡邊和美社長（当時、
故人）は、取り囲んだ記者を見
回しながら「世界進出がそのス
ポーツの消長を握る時代、とこ
ろがハンドボール界はその状況
にない。
　大崎自体が日本の代表チーム
という考えでスタートします」
と言ったものだ。
　時の流れのなかで、大崎はど
のようにチームを活動させ、存
在の意義を見つけ出すか。いつ
しか、それが〝伝統〟の発想に
もなった。
　その姿勢とチーム力（競技力）
は、皮肉にもかみ合わない。70
年代からの低迷は、転機と期待
された日本リーグ創設（76年）
後も脱出できぬばかりか、第４
回（79年）から３シーズン、２
部落ちを味わう。

　精彩を欠いたまま80、90年代
が過ぎかけた時、突如「OSOL」
への〝変身〟である。
　当初、社内のコンセンサスは
あまり充分でなかった、と伝え

られた。
　真相はネーミングに関しての
みで、クラブ化、一種の〝球団
化〟への進路は充分な検討で煮
詰められていた。
　ちなみに、登録チーム名は４
年目に社名に戻る。
　すでにヨーロッパのトップク
ラスはプロフェッショナリズム、
コマーシャリズムが主流で、協
会も、リーグも、クラブも「市
場化」へ走っていた。
　国際ハンドボール連盟（ＩＨ
Ｆ）が、その競技者資格規定で
契約選手を成文化し、プロフェ
ッショナル競技者を容認したの
は94年である。
　国内の「実業団」でも嘱託の
名で契約する選手が増え、全日
本実業団連盟は同一事業所所属
を唯一の資格としたが、そのこ
だわりも崩れ、砕ける。
　Ｊリーグ（日本プロサッカー
リーグ、93年スタート）の成功、
バブル崩壊による企業チームの
相次ぐ撤退、縮小、文部科学省
による地域スポーツクラブの奨
励…。
　日本スポーツ界の様相は激し
いばかりに変わる。
　「OSOL」は、そのタイミン
グをとらえた行動といってよい。
　大崎の男子チームには外国籍
選手を迎えない、とする不文律
があるとされるが、日本人で契
約選手を望み、プロを名乗ろう
とする者には積極的な交渉を進
めた。

　時代が後押しする。徹底した
ハンドボール専念志向の若者た
ちは「OSOL」に共鳴し、いつ
の間にかスター軍団を形成して
いった。
　就職の場を得ながらハンドボ
ールに打ち込み、世界を目指す
という環境を整え、全日本クラ
スを集結させた45年前と、どこ
かに共通の香りがある。

　チーム周辺には微妙な変化が
のぞく。社名のもとに、チーム
（選手）も社員も〝同族意識〟
で結ばれ、応援にも熱がこもっ
た光景は薄らぎはじめた。
　その分、ホームタウンのファ
ンでどこまでカバーできるか。
ホームゲーム１試合1000人の目
標は「強い大崎、魅せる攻防」
がようやく定着したのか今シー
ズンは961人をマークした。
　前年比318人増、前々年比713
人増だ（いずれも数字はＪＨＬ
ニュース）。
　プレーオフは久々に社員の一
群と「OSOL」のファンが合体
してサポート席を埋めた。
　このラインを確保しながらマ
ネージメント力を上げれば実業
団系クラブともいうべき新境地
の開拓を期待できる。
　企業とスポーツのあり方を自
ら問いかけ、時には迷走しなが
らも、古豪実業団・大崎電気は
「OSOL」という分身をともな
って７年の才月をかけ、日本リ
ーグ制覇へ到達した。
　この成果が、トップゾーンの
プロ意識を加速させ、チーム（ク
ラブ）自体も、ヨーロッパチャ
ンピオンズリーグの覇者と王座
を争うような夢をふくらませる
ようなら素晴らしい。
　そこまでの道のりは、平坦な
ものではないが「日本ハンドボ
ール再生」へ今回の優勝が投じ
た一石は大きい──。

名門・大崎復活の光と陰

スポーツプロデューサー
杉山　茂 日本リーグ初Ｖ黄

金
時
代
築
い
た
創
成
期

苦
闘
乗
り
越
え
新
時
代
へ

遠
か
っ
た
日
本
リ
ー
グ
Ｖ

〝
強
い
決
意
〟
で
再
び
上
昇

大崎電気・日本リーグ　　　　　　順位推移（第23～25回はチーム名がOSAKI OSOLで出場）

１位
２位
３位
４位
５位
６位
７位
８位

２部１位
回数
年度

④

第１回
（1976）

⑥

第２回
（1977）

⑦

第３回
（1978）

①
第４回
（1979）

①
第５回
（1980）

①
第６回
（1981）

④

第７回
（1982）

⑤

第８回
（1983）

⑤

第９回
（1984）

②

第10回
（1985）

③

第11回
（1986）

③

第12回
（1987）

③

第13回
（1988）

④

第14回
（1989）

⑤

第15回
（1990）

⑤

第16回
（1991）

⑤

第17回
（1992）

⑥

第18回
（1993）

⑥

第19回
（1994）

④

第20回
（1995）

⑤

第21回
（1996）

⑦

第22回
（1997）

⑥

第23回
（1998）

⑦

第24回
（1999）

⑦

第25回
（2000）

③

第26回
（2001）

④

第27回
（2002）

④

第28回
（2003）

①

第29回
（2004）

Close up

球団化へ突如の変身

日本球界再生への一石

大崎電気の分身「OSOL」がもたらせたもの

1989年の全日本総合で２連覇を
達成した大崎電気セブン

「OSOL」の旗を背に勝ちどきをあげる大崎セブン「OSOL」の旗を背に勝ちどきをあげる大崎セブン

19 18

19 18
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